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高堂 本日は先生方お忙しい中を不順な時候にもかかわりませず，お繰り合
わせいただきましてありがとうございました。特に名誉教授山崎先生にはお
休みのところお出ましいただきましてありがとうございました。
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本年は，ご案内のとおり関西大学100周年という年でもございますが，実
は私ども商学会も創立30周年にあたるということで， この節目に商学会ある
いは商学部の歴史をふり返りながら，現在及び将来に向けていろいろ展望を
兼ねたお話をいただきたいという趣旨で商学会に企画していただいたわけで
ございます。つきましては，進行係をやれというご指名をいただいたのです
けれども，何分にも私，メモとか記録には全く無縁で記憶も定かでございま
せん。先生方のお助けを借りて少しでも過去の歴史を掘り起こし， この機会
に記録を整理しておきたいという趣旨でございます。どうぞよろしくお願い
申しあげます。それでは，最初に商学会会長として，保田学部長からご挨拶
をどうぞ。
保田 本日は非常にお暑い中お集まりいただきまして，「関西大学商学会30
年の歩みと商学部の発展によせて」という記念座談会を開かせていただくわ
けですが， 30年の歩みということでございますが，私自身関西大学商学部に
入学したのが昭和28年4月でございまして，考えますと， もうそれから33年
経つわけでありまして，商学会ができたのが31年の 4月でありますから，私
が学生の 4年生のときでございます。そういうことで，当然その当初の歩み
については知らないわけであります。「商学論集」の創刊号の末尾に記載さ
れております先生方のお名前を見ましても， 多くの方が既に他界されてお
り，本日の会合が商学会の古い歴史を振り返りながら，過去の歴史を記録す
るという意味合いが大きかろうと思うわけです。
それとともに商学会との関連でもありますが，商学部の現在の状況から，
最近，商学部自体が大きく変わろうとしているということを， この機会に申
し上げておきたいと思うわけです。 ご承知のとおり， 商学部におきまして
は，入試検討委員会が設けられておりまして，いよいよ62年度から推薦入学
を実施することになり，定員の約2割を推薦入学で採るというようなことに
相成りました。本日お見えになっておりませんけれども，亀井先生がその入
試検討委員会の委員長をされて非常にご努力をいただいているところでござ
います。
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同時に，他方，商学部だけじゃございませんが，第2部の 3講時80分制の
授業体制を2講時90分制に切り替えていくというのが62年度から始まるわけ
で，それに伴いまして商学部の充実委員会では学部長代理の松尾先生を長と
して第二部のカリキュラム改革問題を真剣に討議いただいておりますし，教
授会でも真剣にご討議をいただき，いよいよカリキュラムの改革も進んでま
いります。同時に第一部のほうに眼を転じますと，従来，長年続いてきた商
学部商学科という枠組そのものを見直そうという機運もありまして，ここに
ご出席の高柳先生を委員長とする商学部改革検討委員会が発足し，検討を進
めていただいているというような状況にあります。
いろいろそういう形で今日商学部そのものが曲がり角にきているというふ
うに思うわけでございます。ちょうど今年は高堂先生もおっしゃいましたよ
うに，創立100周年，商学会創立30周年にあたりますが，同時に商学部が明
治39年に商業学科として関西大学に創設されて以来ちょうど80周年という記
念すべき年にあたるわけでありまして，この機会に過去30年を振り返ると同
時に，商学部の新しい発展についても，ご自由にお話いただければ誠にあり
がたいと思う次第でございます。どうぞよろしくお願いいたします。
高堂 ありがとうございました。商学会30周年ということで，そこを一つの
ポイントにしてお話合いいただきたいと思うんですが，皆さんから自由にお
話いただきたいのは，まず，商学部発足に至るまでの歴史でございます。ち
ょうど山崎先生，植野先生がお見えでございますが，私どもあまりよく知ら
ないようなことを簡単に振り返ってお話をいただいてつないでいきたいと思
うんです。関西大学は23年から新制大学として発足したのですけれども，調
べてみますと， 23年に新制大学がスクートしたのは全国で12大学，そのうち
のほとんどが妙なことに女子大なんですね。関• 関・同・立は入っています
けれども。それ以外は聖心とか東京女子大，日本女子大等の中の一つとして
最初にスクートしたということなんです。実はその前に，新制大学としてス
クートさせるための学内の準備段階でいろいろ曲折があったようです。 22年
の10月時点で新制大学に転換するための委員会が開かれたのですが，そのと
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きのは 3学部構想だったんですね。法学部と経済学部と文学部で商学部は入
ってなかった。 ところが， 僅か2カ月後の12月の最終の委員会で商学部が
入って 5 学部構想になっています。法・文・経・商•新聞学部の 5 学部です
が，当時はそういう申請をしたようです。 12月に出して翌年の 3月に認可が
あったのですが， 新聞学部は， 内容的にまだ熟していないということで見
送られ，文学部に新聞学科を置くということで， 4学部としてスタートした
という事情がございましてね。ちょうど 22年， 23年当時は植野先生がいら
っしゃったので，その辺のところをお話願いたいのですが，植野先生は当時
？ 
植野 その頃は専門部勤務でした。いまの話で商学部が経済学部と分かれる
ということがでてきたのは森川教授らの主張からではないですか。将来，経
商がかならず大きくなるから分かれろということで。経済学部の森川，矢口
両先生は商学部の発足当時はまだスタッフが足らないため商学部の兼任教授
だったんです。板橋先生が来られたのはその後だと思う。大学院の経済学研
究科設置のときでしょう。
高堂 そうですか。 23年4月の発足のときは先生は千里山勤務でしたか。
植野 そう，商学部勤務になりました。そのときに安田さんも商学部の専任
になられた。
保田 いま思い出すと，亡くなられた河野先生が確か24年の 3月に専任講師
で関大に来られた。それまで非常勤だったんです。そして， 1カ月後の24年
の4月に助教授に，さらに 1年後の25年の 4月には教授ですわ。（笑）
高堂 新制大学の発足当時の初代学部長が今西先生で，賀屋先生が次長でス
クートしてますね。
保田 次長というのがあったんですか。
高堂 ええ，経済学部は矢口学部長，三谷次長，法学部は中谷学部長，和田
次長でした。山崎先生は23年のときには専任でおいでになったんですか。
山崎 いやいや，私は22年からずっといました。その頃は予科に勤務してお
りまして，学部ができてから講義に来ておりました。
座談会 (847) 713 
高堂 それは非常勤？
山埼 ええ，とにかくね，教室なんか風が吹き抜けてね（笑）冬はみなオー
バーを着て（笑）学生はカンニングしても先生は何をやっているか分から
ん。（笑）
高堂 そうですか。先生が専任になられたのは？
山崎私は28年からです。
保田 私は山崎先生の貿易論の講義を聴いてましたね。
植野 私は当時まだ教授，教授言われるのが恥ずかしくて名刺を出さなかっ
た。
山崎 とにかく初めの間は先生らしくないんで，何か資格あるような先生を
もってこいということで，それに合わせて学科を作ったのですよ。
高堂 余談になりますけれども，植野先生の最初の授業に出たのは私ですか
らね。
植野そうですね。
高堂 昭和20年ですか。 21年ですか……。
植野 20年ですわ。
高堂 軍隊服で雑謳を下げて見えたのを覚えてます。（笑）
植野 僕は18年にいまで言う助手，当時の大学院研究生になった。その頃は
学徒動員の監督で学部の学生について行っておったんです。尼崎の住友金属
に行ったのですが，そこに経済学部教授の東井君がおった。彼のほうが年上
に見られるのです。（笑）それから20年の4月に専門部勤務になったのです。
高堂軍隊に行かれるでしょう。
植野 その後ですわ。 20年の 6月です。 3カ月ほど。
高堂 復員早々に私は習ったんですね。
植野 そう。 20年の 4月に専任講師になったでしょう。それでね，誰にでも
よく思い出で言いますけどね。住友電線へ行ったんですが，あそこに行った
ときに絶対空襲でやられると思って嫌で嫌でね。（笑）そのうちに召集令状
がきてホッとした。
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保田 私は植野先生に経営学を習ったんです。
植野 そう。当時はまだ会計学と経営学のいづれを専攻するか決めかねてい
た。
保田 内容は， ドイツ経営学で， あのとき植野先生の教科書は「企業経営
論」でしたね。それから会計学を習って，薄記は取ってないけど。
植野 だから， 20年4月に専任講師でしょう。そして復貝してきたのが 9
月。帰ったらね，当時の専門部長が正井敬次先生。あの人きつくてね。挨拶
に行ったら絶対にすぐ授業をさせられる。それが嫌でしばらく顔を出さなか
ったけれど。（笑）正井先生は21年の学長選挙に出て当選され， 適格審査に
ひっかかったんだね。
高堂 その点について言いますと，当初学長には佐々木惣ー先生や高田保馬
先生が推薦されたのですが，辞退されたので選挙で正井先生が当選されてパ
ジーに。
植野 そうだったの。
高堂 さきほど植野先生から大学院の戦前の研究生という話がありました
が，実は助手という制度ができたのが商学部では私らが初めて。関大では昭
和24年に初めて助手制度ができたのです。
植野 戦後，新制になってからですね。
高堂 はい。第 1号が法学部の中，岩本，石尾先生らで， 1年遅れて経済の
東井•荒井先生，それから 1 年遅れて商学部では私が最初ですね。
保田 助手になられたのは何年ですか。
高堂私は27年です。
高柳 助手制度が初めてできた年は24年ですか。
高堂 そうです。はじめは推薦制みたいな助手でね。実績をかって推薦で助
手になる。私らから公募の試験制度になりましてね。推薦してもらえると思
っておったら試験受けろと言う。（笑）私と高本君らの 3人でしてね， 高本
君らは経済学部で， 私は商学部で採用されたのです。そして1年遅れで末
政，清水先生ですね。
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保田 その後は来住先生ですか。
高堂 そうですね。それから亀井さんもそうですね。
酒井 いや，亀井さんは1年後です。 30年ですわ。
(849) 715 
保田 亀井先生と同じ時期に沼田先生， 31年が瀬尾先生，杉本先生。
木田 いや，杉本さんはもうちょっと後です。 32年に4人入りましてね，山
上，大橋，松谷，木田というメンバーですね。杉本君はその後だったと思い
ますね。
保田 そのほかに就任されたのは酒井先生ですね。
高堂年度は何年ですか。
酒井私は29年です。
高堂 それで1年遅れで，広田先生ですか。
酒井 いやいや， 30年が寺尾さんですわ。
保田 31年が広田先生ですね。
高堂広田先生も30周年ですか。（笑）
木田先生は何年になるのですか。
木田 32年です。私が助手で，吉信さんは専任講師で入りました。
高堂保田さんは何年ですか。
保田 31年度卒業ですけど， 32年の4月から特別研究生という制度が初めて
全学的に適用されて，中辻先生と一緒に特別研究生になったわけですね。あ
のころは法学部では北川さん……•••あの制度もあのとき一回きり。
高柳続かなかったですね。
保田 ちょうど4年のゼミのとき，河野稔先生のゼミで，同時に高堂先生が
助手をしておられて一緒に来ておられましたね。
高堂実は出席薄の係で（笑）。
保田 大学院に残らんか言うてね，授業料免除で月々 8,000円支給というこ
とで特研生の試験があって，賃金論や社会政策論をやっていたのに，河野先
生が経営学をやらんか，経営学の担当者は商学部にいないのだということで
ね。それともう一つは外国為替論をせんかという話もすすめられたけれど，
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何かよう分からんので経営学ということになったんですけれども。
高堂 きょうお見えの方で，その後はどなたなんでしょうか。高柳先生？
高柳 私は37年の専任講師ですがね。
高堂 その前後はどなたがおられましたか。
植野 あまりいないね。
保田 飯野先生はもっと早いね。
植野彼は早いですよ。
木田 32年でしょう。
高堂経の小林さんがそうでしたね。
木田 小林さんは 1年非常勤で来られて， 33年…………。
酒井専任でしょう。
木田 いや，最初1年間非常勤でした，確か。
植野そうか。
木田 はい， 33年に専任になられたのじゃないかと思いますよ。
高堂 はじめは商学部の。
木田 ええ。それから経済学部に移られましたね。
植野 トレードだな。あれだけですね， トレードやったのは。
木田 そうですね。
高堂 その後が生田さんですか。
生田僕は43年です。
高堂長砂さんはいつだろう。
生田 その途中に入りますからね。
木田 39年ですわ。確か杉本さんが京都大学の経済研究所へ移られて，その
後任として長砂さんを迎えたと思いますよ。
松尾僕は杉本さんを知っています。
横田 助手の頃ですか。
松尾 いえ、学部の学生のときです。
植野稲村君はどう？
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松尾 彼は我々の2年後ですね。稲村さんと三上さんが同期と違いますか。
植野そうか。
松尾 42年ですね。
木田 山本さんがそのちょうど後ですか。
松尾 山本さんは我々と同期です。
高堂 どうもありがとうございました。そんなことでちょっと急ぎ足でした
が，ここで31年の結成当時の事情に戻しましょう。あらかじめ資料としてお
配りした経済学会の座談会の中で，商学会の発足事情が若千触れられておる
のですけれども，植野先生も参加された座談会ですが，あれにいろいろ書か
れておるのですが，ちょうど「商学論集」第1巻第1号が今西・柏尾・山崎
の3先生が編集委員になっておられますね。商学会結成当時の事情というの
は山崎先生，いかがでしょう。
山崎 いや，私は全然記憶がないですね。今西先生が1人でやっておられま
したからね。あの当時は今西先生が商学会の編集委員を随分長くやっておら
れましてね，何年やってましたかね。最後に，みんなであんまり長いから誰
か代わらんか（笑）ということで私がしばらく代わったのです。その当時，
代わる前後が経済学部のS先生がやっておられた頃ですよ。だから，その当
時の経済学会との関係は多少記憶があるかもわかりません。 ところが，「商
学論集」が出る前に大学の何10周年でしたか…………。
高堂 70周年。
山繭 70周年に研究論文集は経済学部と商学部と一緒ではいかんから別にし
て商学部は「商学論集」を出したことがあります。あるいはこれも多少後の
分裂に影響を及ぼしたかもしれませんね。それは植野先生がお詳しいかもわ
かりませんが。それまでにも，多少経済学部の圧力に屈して商学部はウズウ
ズしてましたから。
高堂 70周年の「記念論集」のお話がこ゜ざいましたが，賀屋先生が学部長で
してね。賀屋先生の序文を読みますと，いよいよ商学会独立の時期がきたと
お書きになっているわけです。スクッフ充実による独立の機運が熟してき
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た。来年4月を期して独立したいという主旨が書かれておるのですけれど
も，それにしましても第一巻の巻末に載せられている商学会の役員名薄を見
ますと，これだけのスタッフだったんですね，当時の商学会なり商学部は。
酒井 いや，広田司郎先生が抜けておりますね。 31年の4月から専任になら
れたのです。
植野 これを見ると沼田，来住教授は来てないのですか。
高堂 これはね，評議員ですから助手を外しているのです。講師以上なんで
す。
植野彼ら助手だったんですか。
酒井 ええ，末政•清水・来住•亀井・沼田，この 5 名の助手の方がいたわ
けです。ですから，正会員は助手の方も入れて20名ですよ。
高堂 4月1日から20名になったということは，その前の年の70周年記念号
当時は15名だったのが，この 4月に 5名増えたんですね。
酒井 いやいや，それにも多分助手の方を•………••。
高堂 いや，入れて教授8名，講師3名，助手4名，合計15名というのが前
年の数ですね。
酒井 そうですか，広田先生はおられませんわね。もっとも助教授でこの年
にこられたということで。
植野 新しい人はご存じないでしょう。賀屋先生は商業英語で，来住教授の
指導教授だった。先生は戦争中に軍属か何かでハノイヘ行っておられた。
山崎 先生，フランス語ができるからね。
植野 大体，僕が商学部へ入ったのは賀屋先生の勧めでね，僕は商学部へ入
るつもりはなかった。そして，入れと言っておいて自分はすぐ軍属でハノイ
へ。それで帰られたときには別の研究をしていた。亡くなられたのは。 30年
か・・・・・..。
木田 いえ， 32年に私が助手で入りましたときフランス語の出題をされたの
が賀屋先生で，私は第2語学をフランス語で受けてました。それから間なし
に亡くなられましたですね，暑いときだったですね。
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山崎 賀屋先生の教授会のときは必ずお菓子が出る。（笑）甘いものが好きで
したね。商学会が発足するまでは商学部は陣容が少なかったので講師もみな
一緒にして教授会をやってました。しばらくしたら，理事会から，そんな教
授会は認めないということで，ちょうど私が学部長をしている頃に2つに分
けられて，それからだんだんと水くさくなりましたね。
木田 賀屋先生のご子息とは，私，甲南大学で同級なんです。
保田 賀屋先生と言えば，特別研究生の試験があって，そのあと面接があっ
たんです。学部長が賀屋先生で，「保田君， 君は日立製作所へ就職の願書を
出しているねえ」と言われてね，向学心を疑うという感じがあって，その場
で「取り消します」（笑）。だから，就職試験というのはいっぺんも受けたこ
とがないのです。穏やかな先生でしたね。
木田温厚な方でした。
山崎 穏やかだけど頑固なところもあったね。
酒井 あの方は，戦時中の賀屋興宣さんのご一族ですね。
保田 その方は， A級戦犯でしたね。
高堂 商学会の独立について経済学会の座談会では，商学部の対抗意識が強
くて出たんだというような話も出ておりましたが，本当のところはやはりス
クッフも次第に充実してきたということ，それから，いままで商学部関係の
方々の論文発表の機会が経済論集の中でしかなかったということから，独立
の機関誌を持ちたいという声も相当高まってきたという事情もあったと思う
んですけれども。創刊号に独立宣言というか，「発刊の辞」が載ってますね。
これは今西先生がお書きになったんですか。
山崎でしょうね。
酒井何か難しい明治の文体で。（笑）
植野今西教授は，森川， 矢口両教授に対しものすごく対抗意識が強くて
ね。
高堂 そうですか。戦前からの商学部関係の教授で残られた方，いなかった
ですからね。植野先生は別にして。全部パージその他でやられたりで，みん
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な経済学部の先生でしたからね。
植野 河村先生以外の人は，引退したりね。
高堂 記録では教授会も経商一緒にやっておったようですね。
植野 一緒です。ここに載っている板橋菊松先生は，元々経商の大学院設置
のときにスクッフ不足だというので，そのうえ東京のほうへ顔がきく人だと
いうので連れてきた。経済には両先生がいるでしょう。そこで，商へ回って
きたのです。
保田 なかなか政界にも顔のきく大物の先生で，僕も学生時代，経済法とい
うか，会社更生法が中心でしたけどね。講義のときにも関西大学の板橋じゃ
ないと。（笑）
植野 自慢する人でしたね。
保田 芦田均君から手紙がきてねとか，そんな話が講義の大半でしたわ。
高堂石橋湛山君とかね。（笑）
植野 そうそう，話が大きい。（笑）先生が実際働いたのは， いまの大阪学
院大学ですね。関大を停年になってから向うへ行って政治力を発揮して……
゜
酒井 それと，会計学会でも先生に大変お世話になりましたよ。
生田 しかし，最近はそういう大物というか，大ぽらをふく先生がいないで
すね。（笑）
植野いないね。
酒井 やっぱり明治の方ですわ，明治のお歴々ですわ。
植野 福田徳三といったかね，あの先生の弟子だからね。
生田 板橋先生がですか？
植野 そう。話が大きくてね（笑）住所は鎌倉で，大学に来られたときは大
学院ホールに泊っておられた。学部の用事はほとんどされず，僕らこき使わ
れた。それに声が大きいのですわ、マイクが要らないようなね。
保田 東京事務所の所長みたいな…………。
植野 いや，これはオフレコだけどね。停年制のことで約束が違うというこ
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酒井 だいぶその点は憤慨されてましたよ，既に停年後の男を引っ張ってき
といて，停年とは何じゃ。（笑）
植野 それで東京へ。そのあと工学部などでは65過ぎた人は採らないように
なった。
保田 植野先生，昭和28年10月から歴代学部長さんの名前と任期については
去る 6月の教授会で紹介したんですけどね，昭和23年から28年までは学部長
というのは， どなたが………今西先生がずっとやっておられたんですか。
高堂 昭和23年の初代は今西先生ですからね。あとが……………………。
植野書いてませんか。
保田 ええ，ここには書いてないのですけどね。僕は昭和28年4月の入学で
すけど，そのとき今西先生でしたが。
植野 その前，賀屋さんがあるのと違いますか。
高堂 ええ， 70周年のときは賀屋先生ですね。
植野 その前にあるんじゃないですか。
保田二回目でしょうか。
山崎賀屋先生二回•……••。
保田二回やられてますか。
高堂 それで，代理を植野先生とか河野先生がやられたのですね。
植野 そうそう，僕は6, 7年やってるわ。（笑）
酒井板橋先生の場合なんかね，僕ら代理か次長と言っても実質学部長でし
ょう。お名前は板橋先生かもわからないけどね。
山崎 ほかの人は大体，学部長を2年ぐらいやってね，その後でこれを 1年
に変えようということでね。
保田 32年から 1年になって，安田先生，山崎先生，河村先生，植野先生と
きて，植野先生が再選されて，それからまた2年に戻りますね。昭和37年4
月1日から学部長の規定ができまして2年ということになって， 2年制が続
くのですけれども，その後紛争に入っていきまして，結局，実質上1年制に
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戻っていくということなんですね。
山崎他の学部では， 1年制になっても 2年続けてやっていたようですね。
保田 そうですか。
高堂 大学としての転機と言いますか，これは植野先生なんかがよくご存じ
と思いますけれども， 27年に寄付行為の大改正がありまして，それで反乱軍
というか，青年将校の植野先生あたりがやられた。あれを転機にしてだいぶ
変わってきましたですね。
植野 あれはね，反乱軍と名前を付けたのは，岩崎先生。やっぱり政治学者
はああいうのはうまいのかね。
保田卯ー先生？
植野 ええ。あの先生が反乱軍という名前を付けた。それと同時に，映画と
ちょっと時間がずれるんじゃないかと思うけれども，「7人の侍」 と称され
てね， これが反乱軍の中心ですわ。反乱軍の名は岩崎卯ー，その反乱軍の実
績は久井理事長のかつぎ出しですよ。 しかし， 「7人の侍」には別の意味も
あった。旧制の博士号がいよいよ出せなくなるというので，すでに著書のあ
った経済学部の松原，高木，杉原。商学部の安田，河野，植野，それから板
橋先生の紹介でもう亡くなられたが太平住宅社長の中山幸市氏の 7名が次々
と学位審査を経て「経済学博士」の学位を授与された。審査委員は経・商学
部の専任教授だけではたりず，他の学部の教授さらには他大学の教授にも依
頼した。僕の場合は学内に同じ専門の方がいないというので，非常勤で来て
おられた神戸大学の丹波康太郎，久保田音二郎両教授にお願いした。 34年か
ら35年にかけてのことです。このとき，中山氏等が中山は異分子だが皆は経
•商の若手中心人物だ， 「7人の侍」だといいだした。終戦後ドサクサにま
ぎれて小尉に任官した軍人を「ポツダム将校」といったが，それをもじって
「ポツダム博士」ということばが当時あちこちで聞かれた。
高堂 独立の問題に戻りますけれども，実は事務的な下働きは私ら助手にや
らされていたんですけれども， S先生が総指揮官で， S先生に対する風当た
りもいろいろあったような事情もありり， ともかく独立ということになっ
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て，財産分けの話もちょっと出たように聞いてますが，結果的には何ももら
ってないですね。
植野 もらわなかったのでしょう。
山崎全然もらわなかったのです。
高堂 ですから，ゼロからスクートしたということですね。
酒井 ただね，私の記憶ではね， 31年の4月に発足するにつきまして，半年
か3カ月かちょっと不正確なんだけれども，高堂さんと 2人で研究会の世話
をしようということで，経済学会の例会から研究会がまず独立したんです。
その移行のときに，あなたと 2人でやった記憶があるんです。
高堂 そうでしたか。
酒井 そのときは多少，遺産相続にならないけれども，はがきか何か，そん
なものを経済学会からもらって。（笑）
高堂 そんなの入れたらいかんわ。（笑）
酒井結局，話はあったけれども，もらえなかったわけ。
保田 もう30年も経てば時効ですね。
植野 それも， S事件が起こったから消えたんですよ。
酒井そうなんですか。
植野 それまでは，がんばったんですよ。経済論集発行で商の学生からも会
費をとってますからね。独立するなら裸で出て行けと，むちゃ言うてね。
山崎 あの頃は入学手続の場合に，商学会の会費を納めないと受け付けなか
った。だから，そういう意味で，何となく強制みたいな形になってしまった
のです。
植野 紛争からですね，強制でなくなったのは。だから，金は結構あったは
ずですよ。
高堂 そうすると，ともかく商学会として発足したけれども，学生会員から
の会費収入を中心にして連営したということで，資料でもお配りしましたけ
れども，当時の在学生というか，卒業生の数なんか見てみますと経済学部の
半数ですね。実は当時の決算書を探したのですけれども，第1回のものはど
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こに紛れ込んだか，遂に出てこなかった。 2年目の32年度決算書がありまし
てね。それを見ますと年間の財政規模160万円，学生の会費収入が145万円
というものでございますが，その頃は論集は順調に年4, 5回出していたの
でしょうか。
酒井 出てました。割に書いてましたよ。
山崎 この頃は何回ですか。
酒井やっばり 4回と違いますかね。
植野 この会則を見ると年6回になっているね。
生田 その財政規模で十分出せたと思いますね。
植野 ただ，なくなったら大学につけておけと。（笑）
高堂 学生会員の会費が2,000円となっていますが，これは？
保田 4年間ですね。
高堂 そうすると，年間500円ですか。 31年というと，初任給が12,000~13, 
000円の頃でしょう。
木田 多分それくらいだったと思いますね。
生田 公務員の給与がちょうど 1万円ぐらいのときですね。
高堂 そうですね。当時としては，学会としての大きな行事というのは特に
なかったのですね。論集を発行する程度で。
山崎 ただ，その当時は先生方の研究報告会がありまして，先生方はほとん
ど全員出てましたよ。
高堂 そうでしたかね。全員出ても15名。（笑）欠席したら目立って。（笑）
酒井 いまのように，いろんな委員会がなかったんですね。しかし，当初は
どうだったか知らんけど，講演会も割とやっていた記憶がありますよ。
高堂 それと，いまに比ぺればスクッフの数も半数ぐらいの規模でしたが，
かなり全国的な学会を引き受けてやっています。その辺を紹介していただけ
ませんか。最初は昭和30年の社会政策学会でした。
酒井 32年目に日本商業学会の全国大会， 34年には，そのとき山崎先生が学
部長だったんですけれども，日本会計研究学会の第18回大会を関大でやって
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おりますね。それと学生のほうも，会計学の場合，安田信一先生の学部長時
代なんですが， 全日本の学生会計研究会というのを33年にやっておりまし
て，やはり何というかそういう機運がありましたね。
高堂 そうですね。経済理論学会（昭和37年）もその後に全国大会をやって
いるでしょう。
酒井そうでしたね。
高堂 これらには助手，講師全部が手伝いましたね。
木田 そうですね。宛名書きから·……••。
高堂車の送り迎えまでみなやりましたね。
酒井天六まで傘も買いに行った。（笑）
保田 助手と言えば，ここでは木田先生が古いのだけど，あまりいい·…••…
． 
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木田 思い出はないですね。いろいろ使われることばかりが多くて。（笑）ま
ぁ，講義を持っておりませんし， 3年間自由だったんですけど………。
山崎初めは部屋もなかった。
木田 申合せによって，週3日申告しようということで，行きましては学会
なんかの事務の手伝いをしておりました。日本会計研究学会第18回大会はい
までも覚えてますけれども，なにわずしの老舗を大学へ呼ばれて，学内でお
すしをつくってサービスしましたね。私は手伝いしたお陰でそのおすしをご
馳走になった。（笑）
植野 2人前食べた会員もいた。おいしかったからね。
木田 本当においしかったですね。
酒井西村食堂の先代ですね。
山埼 いまの就職課の部屋の前の廊下を使って，テーグルクロスをかけて洋
食の食べ方をやったことがありました。（笑）そういう道具やら， あるいは
そういう料理ができる人が大学にいましたからね。
保田 助手の仕事として商学会へ週3回通って外部から送られてくる論集の
各論文をみなカードに書き，それを分類するという仕事がありましたね。偉
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い先生方があまり利用されてない仕事を一生懸命にやった思い出があります
ね。（笑）
酒井いまも，残ってますね。
保田 それと，いろんな試験監督はほとんどべったり助手が務める，その代
わり 1時間75円でしたか，あれ20年ぐらい値段変わりませんでしたからね。
当時としてはいい値段だったんですが。
木田 平均50コマ負担しましたから， 75円だったら3,750円ですか。
高堂 あれは，いい臨時収入でしたね。
木田 それでね， 2泊3日の温泉旅行。（笑）
植野 じゃあ，みんな文旬を言わずにやっていたわけですね。
木田 ぶつぶつは言っていたと思いますけれども，商学会にある学会誌を持
って行って監督しながら雑誌を皆さん読んでいたように思いますね。それか
ら，当時は教授会が狭い意味での教授だけで構成されていたから助講会とい
うのがありました。助講会は助手と講師で構成されていたけど， ときには助
教授も入ったりしていましたね。僕も助講会の会計担当をしたこともあるん
ですけど，いろいろ反乱軍みたいなところもありましたね。教授会の民主化
を要求したり，専任講師にも演習を担当させよとかね。
山崎 商学部は以前はずっと一緒にやっていたのですよ。理事会の意向で私
の学部長のときから分けるようになったのです。それで教授会が済んだら，
助講の先生たちー一その頃はまだ助講会はできていなかった＿に集まって
もらって，いま教授会でこんなことをやったからと言って広田先生以下説明
した記憶があります。だから，案外商学部はだいぶ早くから一緒にやってい
ましたね。
植野 その頃からだね，いまの教授懇談会というのは。
保田 そうですね。
山崎 学部長選挙でも何でも一緒に集まって投票して，私のときは全部でや
ったら私に当たってね。そしたら， 片方に教授だけの先生がおられて， さ
ぁ，これは私困るわと，その当時は板橋先生が学部長だったんですが，それ
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をやり直してもらいまして，やっぱり安田先生に先にやってもらわないと格
好つかんということでね。
保田 そうですか。民主化されて選挙されたら山崎先生になってしまった。
それじゃ困るということになって…………。
山崎 いや，私が頼んで一日延ばしてもらって，（笑）決めてしまったら困る
からね， きょう一日待って下さいということでね。
生田 僕は43年に専任講師できたのですが，教授会ともう一つ懇談会と二つ
あって，両方ともやっておられたのですね。
植野 規定では，教授会は教授をもって構成するとあるからね，それに専任
講師なんかを入れてやるということはおかしいと。それで言い訳は，そんな
一々連絡するのは面倒くさいから入ってもらったらいいじゃないかというよ
うなものの言い方をして叱られたことがありますわ，商学部はずぼらだと。
（笑）
生田 それで紛争を契機に懇談会一本になったような…………………。
木田 そうですね，全国的にね。
保田 宮下先生が神戸から来られた頃なんかは， ものの考え方が違うという
かな，助手が独立の部屋を持つことはけしからんということになってね。だ
から助手は相部屋という形で個人研究室はなかったですね。
高堂 部屋と言えば，最初の研究室がいまの就職課の並びの生協の食堂にな
っているところに，ベニャ板のバラックみたいなものがありましたね。あれ
が最初にできたんです。おそらく文部省の行政指導か何かで慌ててつくった
んじゃないでしょうか。（笑）その後に旧ゼミ棟のところにできたのですね。
木田 そうですね。
生田 商学会の部屋が独立したのはどこで，またそれはいつごろですか。
木田 今の経理課分室ですね。
酒井 いやいや，就職課と便所の間の狭い部屋ですわ。
山崎 その前は教授会の部屋でした。
酒井 いまの商学会の部屋は教室だったと思うわ。
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植野 よく覚えているのだけど，僕が外遊中に一時研究室として使った古い
ほうのゼミ棟ができたから32年ごろです。
高堂 また前後しますけれども，経政研ができたのはいつごろでしたかな。
山崎 あれの主唱者は森川先生で，どうしてもやりたい。一方では，ちょっ
とあの当時明治大学は各学部ごとに研究所があったのですよ。それで，商学
会もという話もあったけど，結局，その中にあまり関係せずに……•…••。
高堂 話としては岩崎先生がコロンビアと提携したいということから，それ
については研究機関がないといかんということで研究所を作ろうという話だ
ったと思うんです。商学部の中ではひも付きのようなものはいかんという議
論も出てね。
酒井 とにかくね，問題は生産性向上というか，生産性本部なんですよ。
山崎 あれは早稲田の真似なんですよ。
高堂 MSA協定がらみではないかとか何かいろいろありましてね。商学部
は最初はあれに積極的ではなかった。
山崎 やるのだったらやりなさいということでね。研究員がいない研究所と
いうのはおかしいじゃないか，それの手当とか，そういったものをどうする
のかというふうなことで問題が出て，それじゃあ，研究員は出しますけれど
も，自分自身の研究が向うのほうで拘束されるような活動をしてくれるなと
いう条件で処理したんですよ。いまだったら一緒にいろいろやっているでし
ょう，あれは初めはみな断っていたんです。手当だけもらって自分の研究を
勝手にやっていた。
酒井 山崎先生と柏尾さんと末政さんと私が第1回の研究員ですわ。それも
ね，無理やりですわ。いまみたいにやらせていただきますじゃなくて，研究
員をやりなさいということで，それからテーマを合わさんといかんわけです
ね。だから，私は販売費用の問題でやらせていただきました。
山崎 手当だけではごく僅かもらっていたね。（笑）
植野 研究所は最初どこにあったかな。
高堂 西研ですよ。 どうも古い話ばかりで新しい先生方には恐縮なんです
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が，中間期は私も資料不足ですので，後は紛争時代に飛びたいと思います。
紛争というと社会学部で社会学会問題が出たりして，その飛ばっちりで商学
会もいろいろ問題が出ましたね。
松尾 私が助手に採用されましたのが44年の 4月1日ですから紛争の年で
す。
高堂 これは学生に配った質問状への回答書です。
木田 商学部自治会の公開質問状ですね。
高堂 これは強制加入はいかんということ，経理を公開して学生参加をさせ
ろということだったんです。
木田 そうだと思いますね。
山崎 その年，私が学生に商学会に入会せよ，商学論集を買えと，これは随
分長い間，私学生に言いましたね。場合によったら，先生たちが試験問題に
も出しますから，また先生方も試験問題に書いた論文を多少工夫されて出す
とか，そういうことのために学生には積極的に買ってもらったんですね。商
学論集の効用とか，入学のときにやると多少は入るようですね。
高柳 あれは入学金と一緒に納めてましたよね。
山崎そう。
高柳 だから，紛争後ですかね。それまではほとんど強制加入みたいなもん
でね，みな入っていたのですが。
山崎 そうです。この問題で一番初めに問題を起こしたのは京大の経済学部
ですわ。
高堂 そうですか，社会学会の場合は，あれが社会学部紛争の一つの火種に
なったんですね。
木田 そうですね。
横田 やっぱりこれも同じ問題で••……•。
高堂 同じ問題で学生参加ですね。
酒井結局，解散したのかね。
高堂 解散したんです。商学会はこういう文章で学生に訴えたというか。
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酒井 そうそう。だからね，広田司郎先生が学部長ですけどね。常任委員を
見ましたら，飯野さん，高堂さん，酒井，中辻さん，それと山口先生も入っ
ておられますね。私もちょっと相談を受けたりしましてね。 2ページ目の
「大量生産の経済が云々」とありますが， これで商学部の学生に説得するの
に，皆さんに入ってもらわないと困るのやと（笑）泣きも入れたり，おだて
たり，それで自治会が完全に浮いてしまってね，自治会委員長のA君が机に
うつ伏せていましたよ。
高堂 いまの新しい先生には想像がつかんでしょうけれども，当時の商学部
自治会というのはかなり元気がよかったですからね。
生田 だいぶ吊し上げられて。
高堂 ありましたね。
木田 これ書かれたのは飯野先生あたりではなかったですか。私の記憶によ
れば，飯野先生が学生に説明されたような印象がありますね。飯野先生は張
り切っておられて，きょうは学生に商学会問題について説明しなければなら
ないということで，弁当を開けたら「父ちゃん，がんばれ」と。（笑）
中辻さんも随分張り切っておられて， 2食分か 3食分ぐらいの弁当を持っ
てきておられまして，籠城すると。（笑）
高堂 過去の話ばかりではいけませんので，現状及び将来展望ということに
なりますと，商学会としての将来の問題ということもさることながら，同時
に商学部の将来構想との絡みで商学会のあるぺき今後の課題がいろいろある
と思うんですけれども，それは商学部独自のユニークな構想とか，あるいは
国際交流というような点も絡んで商学会がどういうふうに発展していくかと
いうような点について， どうでしょう。外遊帰りの横田先生，外国の大学で
こういう商学会のような組織というか，そういうものはどうですか。あると
してもかなりファンドがあるんでしょうね，いろいろ寄付とか。
横田 詳しくは知らないですけどね。
高堂 我々の会費収入だけでまかなっているというのは，外国の学会では…
?
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横田 多分ないでしょうね。
山埼 私がコロンビア大学に行ったとき，ある助教授の先生がちょうど本を
書いたので私もらいましてね，これどのぐらい収入になるのか，その収入は
どれぐらいの価値があるのか聞いてみたら， これだけの本1冊書いたら，私
の息子を 4年間大学に行かせる費用ぐらい出ますよと言ってましたね。原稿
1つ書いたら，向うでは相当価値が高いということでしょうね。
木田 過去の話になりますけれども，せっかく山崎先生が見えておられます
ので， コロンビア大学との提携の話ですね。どういう経緯があったのか，ち
よっといまお聞きしておきたいと思うんですけれども，岩綺先生の発案です
か。
山崎 これはね，岩崎先生のところにコロンビア大学の総長で，経営学大学
院の学長がこちらを訪問されて，その結果， どういう経緯で私が行ったか，
私はあまり知らんのです。岩崎先生は何とか提携でもというようなお考えに
なっておったと思うんですが，行って見たら全然話が違うのですよ。向うで
は本学のような私学の経営は日本では大変である，それだけだったらいっぺ
んうちの大学はどういうことで資金を集めたりしているか，それを見せてあ
げよう，そのために数人招待しよう，その金は全部大学が負担しない，研究
団体でコロンビア大学にいろいろ寄付をやっているところに話をしよう。一
方では，政府のいろんなところに働きかけて旅費を出せとかね。だから，向
こうでは何か要る場合には大学の本部に言いよりわせんですよ，一定の枠以
外はね。 そのやり方を我々に教えてやろうというのです。 しかし， 本学は
何かというとアメリカだとちょっと抵抗があるような空気で，我々も積極的
にやって，人が来るようになったら宿舎はどうするのだろうとか，いろいろ
そういう問題があって，あんまり積極的に突っ込んでも言われんしね。そう
いう話は矢口先生が大体向こうへ行ってやられましたけど， どこともそれだ
けのまだ接触は十分にできていなかったと思います。ジョージ・ワシントン
大学にも我々行きましたけれども， そういう話に取りつくこともできない
し，第一あの当時のジョージ・ワシントン大学というのは政治の中心地には
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あるけれども，非常に貧弱な大学でしたよ。このごろはどうなっているか知
りませんが， これがだんだんワシントンが大きくなるに従って有力な大学に
なってきよるわけですね。その後ずっと回ってカリフォルニアあたりの大学
に行ったんですが， そういう話をしてもなかなかできなかった。帰って一
年経たん間に慶応と提携しましたね。しかし， とにかく一番先にそういうこ
ちらの気持ちで行った第一歩がそういうことであって，最近は非常にうまく
広がってきているようですけど。商学部でしたか，スクンフォードに交換を
申し入れたが，向こうが断ってきた。やはり向こうも部屋不足なんですよ。
交換してもおくところがないということで， もうこれ以上交換する余地がな
い， この程度でいいですよといった事情もいろいろあるようですね。
酒井 岩崎先生は，やはり残念がっておられたようですね。
植野 先生はコロンビア大学のドクターをもらっているからね。
山崎 ちょうど向こうに行ったとき，向こうの大学の財務部長で，私がいま
した小さな大学で学長をしていた人で，私挨拶に行きましたら，財務部長そ
の他本学に行くんだという話が出てきましたので， こっちのほうの受入体制
ができているかどうか我々だいぶ心配しましたね。そのときは私たちは随分
沢山私立大学を回りましたよ。というのはコロンビア大学からは各大学が経
営をどのようにうまくやってるか見せてもらうために紹介状を書いてもらっ
たわけです。だから，大学の提携その他のことでは，そういうところへ行っ
てないわけです。係が違うのですね。アメリカの大学はご存じのとおり，自
分の係以外のことには触れんようにしている。どこの大学でも何か一つ聞こ
うと思ったら，それはインフォメーションのところへ行って下さいというわ
けで， どこへ行ってもそういう形でしたね。
高堂 先生がお行きになったのは，何年ですかな。
山崎 32年ですね。
植野僕が帰った後です。
山崎 それで結局ね，いかにして財務的に金を集めるかという仕組みを見て
きたわけです。帰ってから理事会にもちょっと話はしましたけれども，それ
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にあまりのってこられなかった。ところが，似たようなことは近畿大学その
他その後ず一つとやったわけです。その点については本学はそういったもの
の活用にちょっと鈍いのじゃないかと感じますね。まあ，その当時はそこま
で頭が回らなかったのかもしれませんが，アメリカの大学は産学共同を通じ
て金を集め，先生を集め，学生を売り込む，これの窓口に使っているわけで
す。
植野 あのときは先生と矢口先生と 2人で行かれたんですか。
山崎 本当はもう 1人行くことになっていたのです。ところが，こっちの領
事館か大使館で断られたのです。条件を付けてきたのです。経営学をやって
いるということと，向こうに行ってから向こうの財界の有力者集めてパーテ
ィその他やって挨拶せよと言うのですよ。英語できる人でなければ困る。
私は 1週間ぐらい前になってからすまんけどと岩崎先生から電話がかかっ
て，行ってくれと。初めは経済学部から 3人お出しになるつもりだったんで
す。そしたら書類が返ってきた，その人はいかんというわけ。
酒井 中川先生もコロンビアでしたね。
植野 そうです。関大では，あまりその先生の名前を出したくないのだけれ
ども，もう一人出版の問題でひっかかってね。………………割にコロンビア
大学に行く人が多かったんでしょうね。岩崎先生もそうだし，中川先生もそ
うだしね。
高堂 いまの話で植野先生が帰られた後ということですと，先生の外遊は第
一号ですか。
植野 いやいや，商学部で僕の前は安田先生ですよ。
高堂 安田先生が第一号ですか。
植野 商では安田先生でしょうね。あの時に僕はアメリカに残っておれと言
われたけれどね，そんなのこっちも疲れているのに，何が何だかさっばり分
からんところへ残れと言われても。（笑）
山崎 コロンビア大学に私が行っている頃は，教授の組合は4,000人ぐらい，
いや6,000人か，助手のほうが何千人かいましたが，そういうクラプがあっ
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て，クラブのメンバーになって教授待遇でね，そこには日本室というのを誰
かが寄付したと言ってましたよ。だから，本当は日本とはいろんな関係があ
って積極的にもうちょっとやればね，そこまでムードがなかったわね。
酒井そうですね。
植野 僕はたまたまコロンビヤ大学の 200年記念か，そのメダルが残ってい
るからというのでもらって帰った。 ここへ来た証明にやるからとね。（笑）
とにかく僕らが行った頃は日本人が珍しい頃ですしね。金がないでしょう，
金も送らんと残れって，そんなものどうするのか。（笑）
高柳 安田先生が一番最初に行かれて，その次は…••••••。
木田 安田先生はロンドンでしたね。
植野そうそう。
山崎 その当時はまだ外貨は自由にならなかったですよ。
木田 外貨持出は18万円まででしたね，確か。
植野 金額的にはその後から見れば， 率からすればよかったのと違います
かな， 180万円ぐらいもらったからね。
木田 180万円でしたか， 500ドルじゃなかったですか， 360円の。
植野勿論， 360円の時代ですがね。法人から150万円，教育後援会から30万
円，計180万円で， 割にいいじゃないかと言われていましたよ。しかし， 向
こうに行ってからしんどかった，ろくなもの食えなかったですね。
山崎 いまは商学会から出かけるときはお祝いを多少出すのですか。
木田 8万円ぐらいですね。
植野 いま大学から200万円ぐらい？
酒井 300万です。
植野 300万ですか。
松尾 交通費は，ほとんど実費が出ますからね。
高堂 当時の商学部は世帯も小さかったし，年齢も比較的若かったから，回
転が早くてね。若くて行けたんです。その点は恵まれてましたけどね。いま
はだいぶ詰まってきて，そうはいかないですがね。
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酒井 当時大学には，そういう制度がありませんでしたね。ちょうど私の場
合は，河村先生が確か学部長でしてね。それで私の前の年が柏尾さんで，そ
れで，どういうことからか， とにかく初め私入ってなかったんですわ，古い
順ですからね。
木田 そうですね，着任順でしたね。
酒井 高堂さんが入っていたのと，それと広田先生が助教授で見えたので広
田さんも入っていた。そしたら清水さんでしたかね，いや，それだったら専
任講師からも入れたほうがよろしいといったことになりましたね，河村先生
が，それだったら，アミダくじだと，（笑）それで決まったんです。
高堂 みな遠慮してね，おまえ行け，おまえ行けというようなことで，それ
ならくじで決めよかと。のんびりしてましたね。外遊はそういうことでよか
ったけど，学内の各種委員会に商学部として我々が出たときは，よその学部
から教授が出てきて， こっちは講師で。（笑）
植野 だけど，法学部なんかと全然感じが違うからね。
酒井 図書館長されていた大小島先生ですかね，いつも経商ですわ。商学部
と言うて下さらんのですわ。経商学部の酒井。（笑）
植野 ああ，そうか，独立してないのだなあ。
酒井違います言うてね。
生田 しかし，法文の先生はいまでも経・商と見分けられないようですね。
山崎 以前は重要なことになると，理事会に直接法文のほうは要求されて，
こちらのほうは遠慮がちか，あるいは決りのとおりにやっていくが，法文は
いろんなことを直接交渉で取ってきておられましたよ。
植野 理事長以下，法学部で習った先生がたがずらっとおるからね。やっぱ
り習った人には弱いらしいね，理事長も。
高堂 そういうことで被害を受けて助手の辞令が延ばされがました。という
のはね，法の本浪•原さん，それから私と高本君とか，ほぼ同じ27年の 5 月
ごろ試験を受けまして，教授会をパスして理事会に進達したのです。ところ
が，法学部の方はすぐ辞令が出たのですが，私らは 5月に試験を受けたのに
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半年も延ばされて，結局辞令が出たのが11月13日。創立記念日の前だったら
何年勤続に算入されるのでしょうが。その後やから勤続計算では翌年回しに
なった。そういうことがありましたね。
山崎 理事会の問題でね，私は矢口先生の選挙のとき，私は選挙をやったの
ですよ。理事長に出よったら，理事会は矢口さんが嫌いなんだ，おまえらや
れるかというのでね。矢口先生， とうとう私は辞めるわと言い出してね，ぉ
まえがやるんだったら許可せんと言う，困りましたよ。
植野 そうですな，そんなことがありましたね。だけど，法文が上で経商が
下というのは、これはこっちが好んで下りたんですよ。あんな遠いところま
で坂上がるのはしんどいわということでね。
山崎 あのときもだいぶやりましたね。
植野 やっぱり上におったほうが得したかわからんな。（笑）
高堂 僕らはあの頃中枢にはいなかったけれども，どうもいまから見ると中
小企業的でしたね，連営が。
植野 さっき話に出たいまの理事長が専務理事に就任したとき，その前は宮
島綱男氏。僕も戦時中からずいぶん世話になったが，きつくてね。話では教
授の審査をするんだ。教授に面接して， あれはばかやとなる。（笑）早稲田
の騒動で大学をとびだしてフランス語が達者で， ILOの委員も経験した人
ですからね， とにかく関大の先生をばかにしたようなね。もっとも奥さんは
気さくなよい人だったな。
山崎 しかし，田舎の私立大学というのは，いまなおそういった理事会が多
いですよ。
植野 そうですね。本学は脱皮できたんですね。
山綸 脱皮しようという努力をずっと進めてこられてできたんで，放ってお
いたら，やっぱりあまり変わってなかったんじゃないでしょうか。
植野そうですね。
高柳 いや，私はかえってね，脱皮されたお陰で関西大学は乗りそこなった
んじゃないかなあという感じがするのです。
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山崎 やっぱり大企業はワンマンでなければね。
高柳 そうです。いま改革を考えてますけどね，やはりそれを考えると千里
の奥ですよね。阪大がきたでしょう，それからどこかの私立がきてますね。
あんなのはね，やっばり関西大学が押さえるべき奥座敷ですわ。もう飛び越
して阪大に取られてしまい，関西大学は向こうにも伸びられない， こちらに
も伸びられないわ，でしょう。そういう点であまりに話が分かりすぎて…•••
?
植野紛争の後遺症じゃないかね。
高柳 教学優先が先に行き過ぎたと言うんだけどね。
植野施設の建設が10何年間ストップしてますよ，完全に。いま言うワンマ
ンのいい面が出なかったですね。
山峰 やはり，大胆で強引な人がいないとね。商学部は今度は大いにやって
もらって。（笑）
高柳 まだ，商学部は他の学部に比ぺて一番保守的なんですわ， 体質が。
（笑）
植野そうですか。
高堂 商学部の発展のテンポというか，そういう点からいきますと，関• 関
• 同・立の中で多分にハンディキャップを負っていたと思うんですよ。関学
でも同志社でも商学部は高等商業からの発展でしょう。設備もあるし，スク
ッフも引き継いできているし。うちはゼロからですからね。戦前商学科とい
うのはあったけど，ほとんど戦後新しくできたみたいなもんですからね。そ
れだけのハンディキャップがあったわけです。
植野 戦前，結局，財政的に関大を支えていたのは二部ですからね。二部の
いわゆる法科ですからね。千里山の学部，予科は赤字だったからしようがな
いです。確かに経商というのはやっぱり戦後ですね，新制になってからです
ゎ。戦前は圧倒的に法学部だった。
高堂 いまおっしゃるように，関大は専門部が法科中心でしたけれども，同
志社，関学の専門部は高等商業でしたからね。
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植野 いまだに残ってるね。そういう意識が。
高堂 ですから就職でも同志社や関学に遅れているのは，向こうには高商の
実績があるような気がしますね。
植野 それは大きいですよ。大企業には新制大学以前のOBはあまりいなか
ったからね。
高柳少ないですよね。
高堂 だから，これから突破して大いにやってもらわないとね。
高柳 確かに， うちの出発点は貧乏から出発して， うちは法律のほうが偉い
から放っといても向こうに越されるけれども，逆に言うと後からできた工学
部や社会学部が平気な顔をして伸びてきよるのですからね。そこら辺の関係
というのもやはり考えなければいかんと思うんですね。
山崎 社会学部の初めは私も関係したんですが，初めの考え方と全然違った
格好になってきておりますね。
高柳 脱皮していきよるのですね，いいか悪いかは別としましてね。
高堂 今後の発展については，どうでしょうか。
山崎 研究論文というのはどうですか，いまの 6回で収容しきれますか。
横田 編集も以前よりも難しくなったようですね。僕は 7年ほど前に 3年間
ばかり編集をやっているのですけれども，去年留学から帰って再び担当しま
した。スタッフの年齢構成から見ると，以前よりも全体として30代， 40代の
人が増えたはずなんですが，原稿は前のほうがよく出たように思いますね。
外でお書きになる機会が増えていることもある程度影響しているのではない
かと考えているのですけどね。「商学論集」 も時代の流れに沿ったようなも
のに変えていかないといけないと思います。
山崎 それから，もう一つね，このごろの学生が，皆さんがお書きになるよ
うな文章になかなかなじみにくい。（笑）その関係で今度は試験の答案も論文
みたいな格好になっているのですね。こういったつなぎで論集が重要な役目
を果たすために，論集に書いたら講義でいっぺん説明ぐらいしてやるとか，
講演会その他の形式でもいいが，何か役に立つようにしなければ学生は読ま
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ないでしょう。読まんでも内容が分かるような工夫を企画のほうでやるぺき
じゃないかと思いますがね。
横田 いま先生がおっしゃったこと，まさにそうですね。実は本学の創立100
周年記念事業の一環として， この秋に商学会と学部が共催でシンポジウムと
講演会を開催します。シンポジウムは「情報革命」と「国際化」という二つ
の大きなテーマを持ち，その記録を全部『商学論集』の第6号に掲載するの
です。既存の学部のカリキュラムをちょっと流動化したような，いまの需要
に合ったようなテーマ設定をして，学生にも提供するし，スクッフも枠を外
して講義する。そういう一つの場を商学会や商学会の機関誌が提供するとい
うことも必要じゃないかと思っています。この秋の一つの工夫， うまく成功
してシンポジウムも講演会も盛会になればいいと思っているわけです。
山崎 例えば，ニュートンの講義というのは全然学生が聴かなかったそうで
すね。聴いても分からんから。しかし，そのままの講義の内容が講義録とし
て図書館に納まっているそうですね。学生は一人も見た人はいなかった。
（笑）だから，皆さん方の論文もその程度のレベルに達していかなければい
かん。（笑）しかし，一方では日本の大学はやはり教えていかなければなりま
せんから，やはり聴かす機会を作らなければなりませんね。
木田 経済学会は加入率が高いですね。これは，先ほど山崎先生から「商学
論集」に発表した論文を多少アレンジして試験問題に出すとかしたら，もっ
と身近なものになるのではないかという御指摘がありましたが，経済学会は
「学年末試験問題」というのを出しているのです。それで学生は競って加入
しているそうですね。
植野 あれは別個には売らないのか。
木田 そうらしいですね。何か加入したものに配布するということのようで
す。
植野僕はあれを毎年もらうけれども，学生は喜ぶらしいね。
木田 そうらしいですね。果たしてそれがいいのかどうか。（笑）
酒井 過去の問題集ぐらいはね，過去こういう問題が出ているというふうな
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のはいいでしょうね。
高柳 それじゃ，うちは予測集というのを出したらどうですか。（笑）
生田 いまの学生はコピーしちゃうからね。
高柳 そういう問題集を出したから売れたというのは勉強しないという意味
ですよ。みんなそれでいっちゃうから。
山崎 それとは別な関係がありまして，経済学部の人の図書館の利用率は非
常に高いが商学部は低いですよ。つまり，書いたものになじみにくいから，
もうちょっと積極的に図書館を利用させるとか，何かそこのつなぎを商学会
でやってもらわないことには。
生田 ところがね，会員になるでしょう，雑誌を取りにこないのがものすご
く多いのですよ。むしろ， こちらで処分せにゃいかんというような……•••。
植野見てもわからない。
生田 それもあるんでしょうけれども，もったいない話です。
山崎 百年残しておいたら高く売れるとか。（笑）
木田 新しい試みで研究論文の題目の一覧を出されたのですが，その反響は
どうですか。
生田 いや，そこまで調べてないのですけどね。
酒井 いや，あれは好評じゃないですか。
木田 いい試みだと思いますね。
高堂 お話の途中で恐縮ですが，これから突っ込んだ話が出てくると思いま
すけれども， ここでひとまず区切りをつけるという意味で締めくくりたいと
思います。どうも本日は，進行係の拙さもありまして，懐古編というか，歴
史編に傾き，将来編はまた，あらためて論じていただくこととし， ここらで
打ち切らせていただきたいと思います。どうも長時間ありがとうございまし
た。
以上
